
【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭ資源リサイクル

င業をо出する

ĭ能代ลМ活用の
環境を整Ƒる

ĮȐイǪȞス関ᡲ
င業をо出する

įϐ生可能Ǩȍル
Ǯー関ᡲင業をо
出する

能代ลのΟˮ性であるᲮɢトȳެُが整備されていること、リサイクルȝートであるこ

と、資源リサイクル施設の立地が進むჄ҅地域が後Ꮡ地にあることなどを活かし、関̞

˖業や関ׇ̞体とᡲઃして能代ลのМ活用をᆢಊ的に進めながら、ᅸဋჄ҅ᢿǨコǿǦ

ȳᚘဒとᡲઃして、資源リサイクルင業のо出を図ります。

能代ลฺਰᐻ会の活ѣやȝートǻールス、˖業ᚧբ活ѣを行うなど、М活用のための取

組をᆢಊ的に進めます。

また、ลฺો̲や、リサイクル関ᡲ˖業進出のための物්機能の整備など、国・Ⴤや関

̞機関に΁きかけを行うなど、能代ลМ活用のための環境を整Ƒていきます。

ᝅかなᐯ໱環境とσ生しながら、င業о出や˖業立地にኽƼつけていくため、ᠾ業残さ

や௎地残஬、᫢Լ残さなどのȐイǪȞスをᚘဒ的に活用するために策ܭしたȐイǪȞス

ǿǦȳ構想を推進するとともに、ႉᅕ山地の生物資源、ங஬やǼǪȩイトなど地域資源

のཎ性を活かして、地域でのМ活用に努めながら、ȐイǪȞス関ᡲင業のо出を図りま

す。

᫘щやȐイǪȞス、ᨗٽή等を活用した、地域ɼ体によるϐ生可能ǨȍルǮー大規模発

ᩓ施設を整備し、ǨȍルǮーをᐯዅできるǨȍルǮーのまちを実現するとともに、ϐ生

可能ǨȍルǮー関ᡲင業を本市においてо出し、င業の活性化を図ります。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○地域資源をМ活用したものを̅う

○ごみの分別やリサイクルԼのМ用を心がける

○資源リサイクルの理解に努める

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○地域資源としてМ活用できるものを調査・ᄂᆮする（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

○地域資源をМ活用したものの᳊᳌を行う（市民ǰルーȗ等）

○地域資源のМ活用に関するコーȇǣȍーǿーをᏋ成する（င業関ׇ̞体等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○ϐ生可能ǨȍルǮーင業のо出を推進する

○地域資源をМ活用したものを᧏発し、ᝤ٥する（生ငᎍ、ங஬会社等）

○地域資源をМ活用したものを̅う（生ငᎍ、ங஬会社等）

○地域資源をМ活用したもののԼឋ管理・向上に努める（˖業等）

○ՠԼのऴإ発̮やక内ができる場所をつくる

○リサイクルに関するέ進的な取組を行い、関ᡲする˖業集ᆢを図る

行政機関

○リサイクルȝートとしての能代ลの活用を̟進する

○地域資源をМ活用したものを推ڜする

○地域資源をМ活用したものの᧏発やᝤ٥にૅੲする

○ȝートǻールスや˖業ᚧբ活ѣをᆢಊ的に行う

○能代のཎࣉがǘかる地域င業ǫǿロǰを˺成する

○ӝコȟをМ用して地域を᳊᳌する

政策２ １

政策（１） 環境をఋとした活щあるင業о出

【現状と課題】
○環境調ԧ׹社会の࢟成と関ᡲ˖業の立地

ᝅかなᐯ໱とσ生する環境調ԧ׹社会の࢟成をめざし、本市をԃめたჄ҅地域は、ᅸဋჄ҅ᢿǨコǿǦȳとし

て国から১認された全国 地域の一つになっています。また、ᅸဋჄでは、҅ᢿǨコǿǦȳ地域における環

境・リサイクルင業の更なる集ᆢを̟進するとともに、この成ௐをჄ全域にਘ大するためž環境調ԧ׹င業集

ᆢ推進ᚘဒſを策ܭしています。本市では、これまで᫘щ発ᩓ所の立地、ჽ໗໋と廃ȗȩスȁックを活用した

新እ஬ᙌᡯの˖業立地など、ǨコǿǦȳとして取組を進めています。

○能代ลのМ活用

能代ลは、リサイクルȝートに指ܭされているとともに、リサイクルᝣ物のਗໜ化࢟成̟進ลにᢠܭされてお

り、žᅸဋჄ҅ᢿǨコǿǦȳᚘဒſとᡲઃし、リサイクル関ᡲ物්のਗໜลとして発ޒすることが஖ࢳされてい

ます。市では、Ⴤ҅地域のင業ׇ体、˖業、行政で組ጢする能代ลฺਰᐻ会及Ƽその下ᢿ組ጢリサイクルȝー

ト推進ᢿ会とᡲઃし、能代ลのМ活用に取り組んでいます。

○ลฺ施設の整備

能代ลのリサイクルȝート機能をࢍ化するため、国のૅੲС度を活用したࣅ環資源取ৢૅੲ施設の整備などを

行ってきました。ᑔᑑによるᝣ物の᠞ᡛにおいては、コȳȆȊがɼ්となってきていることから、これに対応

したᒵࢫ施設の整備などが課題となっています。

○ႉᅕ山地などのΟれた地域資源

ɭမᐯ໱ᢡငであるႉᅕ山地のҾ生௎には、多ಮな生物資源が存נします。ɶでもႉᅕこだまᣞ൐は、Ϭϵや

ʑ༞などに対してΟれたཎ性があり、さまざまな分᣼で活用が஖ࢳされています。ႉᅕ山地周ᡀのࣇ生物調査

をはơめ、ᚑۥ・Ԉბ機能があるټ໱ᤸ物のǼǪȩイトなどの地域資源を活かしたՠԼ᧏発など、関̞機関と

σӷして、そのМ活用ᄂᆮを進めています。

成とȐイǪȞスのМ活用࢟社会׹環ࣅ○

地ྶภଡ଼化対策として、ʚᣠ化໗እのف減にࢨ᪪をɨƑないȐイǪȞス༓૰が、ɭမ的に注目されています。

ங஬やもみ൉など、地域でࢽられるȐイǪȞスのМ活用に取り組み、ࣅ環׹社会の࢟成とᠾ山஭の活性化を図

るため、ȐイǪȞスǿǦȳ構想を策ܭしています。こうしたɶで、能代້щ発ᩓ所ではஙឋȁッȗとのฆ焼の

取り組みが進められています。

○ϐ生可能ǨȍルǮーの活用

ϐ生可能ǨȍルǮーは、環境᝟ᒵの少ない˯໗እ・ࣅ環׹社会の実現や、環境にΟしいܤ全で持続可能なǨȍ

ルǮーであることから、今後も大きな成長が஖ࢳされる分᣼です。本市は、᫘щをはơめ、ȐイǪȞス、ݱ水

щなど、ᐯ໱や資源を活かした発ᩓのȝȆȳǷȣルは高く、これらを活用し、環境・ǨȍルǮーင業のᏋ成を

図りながら、地域ɼ体によるϐ生可能ǨȍルǮーの導λ、地င地ෞを進め、ǨȍルǮーをᐯዅできるǨȍルǮ

ーのまちをоᡯすることで、本市の活性化につなƛる取組を進めています。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

資源リサイクル関ᡲ新設・ف設˖業数 ˑ

（ 年度）

ˑ

地域の資源を活用したՠԼやᙌԼをМ用する

ことを心がけている市民の割合 （ 年度）

市民意識調査

能代ลの外ᑋ・内ᑋՠᑔλลᑔᑑ数（能代້щ

発ᩓ所ݦ用ఠ೛を除く）

ᨶ

（ 年）

ᨶ

能代ลのᝣ物量（能代້щ発ᩓ所ݦ用ఠ೛を除

く）

ᳮ

（ 年）

ᳮ

基本構想でめざ

す姿や状態 
○地域資源のМ活用により、င業のо出や関ᡲ˖業の立地につながること。

○能代ลのМ活用により、地域に活気が出ること。 

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭ˖業ᛔᐲを進め

る

ĭ地元˖業や進出
˖業を活性化する

Įឪ業しやすい環
境を整Ƒる

įᒉ年ᎍをɶ心に
ᨽ用を確保する

ʩᡫǢクǻスなどの立地வˑが高まったことや、औまれたᐯ໱環境のɶにあってင業о

出の可能性などをǢȔールし、この地域のཎ性を活かした的確なऴإ発̮やऴإ収集に

努め、トッȗǻールスを行いながら、ᆢಊ的に˖業ᛔᐲを進めます。

˖業の広إ活ѣ、˖業᧓取ࡽにࢫ立てられるよう市内˖業のऴإをȇーǿșース化、ՠ

ʩ੭を行うなど地域のင業や˖業の᳊᳌に努めるإ体や地元˖業、進出˖業とのऴׇ߻

とともに、˖業ኺփをૅƑるᗡ資૴ଆなどのૅੲを行い、˖業の活性化に努めます。

市内でឪ業、新ՠԼの᧏発、新規分᣼にӋλしようとする事業ᎍ等をૅੲするとともに、

さまざまなׇ体で行ǘれているឪ業へのӲᆔૅੲの周知に努め、ឪ業意ഒのある人への

ऴإ発̮やऴإ収集を行います。ᒉᎍのᨽ用のо出につながるឪ業家Ꮛ成を行うなど、

ឪ業しやすい環境を整Ƒます。

ᒉい人がܭ˰できるようなᨽ用о出につなƛていくため、င業о出やင業ਰᐻを᣻ໜ的

に行いながら、ȏローȯークやჄ、地元˖業や関ׇ̞体とᡲઃして、ᒉ年ᎍをɶ心にᨽ

用の場の確保に努めます。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○地域のΟˮ性を地域外に᳊᳌する

○˖業立地に対して理解・ңщする

○ឪ業に出資する

○市民のዮщをਫƛた˖業ᛔᐲ活ѣ

○地域資源を活用したь߻Լの᧏発、ᠾင物のՠԼ化を行う

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○地域外からのऴإを収集する（ՠ߻会ᜭ所・ՠ߻会、能代᳊᳌大̅等）

○新ҡᎍに、ݼᎰႻᛩ会の᧏͵や൭人ऴإの発̮を行う（ՠ߻会ᜭ所・ՠ߻会等）

○ឪ業ǻȟȊーを᧏͵するなど、ឪ業をૅੲする（ՠ߻会ᜭ所・ՠ߻会等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○൭人ऴإを発̮する（˖業等）

○˖業᧓でऴإʩ੭などのʩ්を行う（˖業等）

○地域資源を活用したь߻Լの᧏発・ՠԼ化に取り組む

○ឪ業ᎍや˖ဒに対して資᣿᩿もԃめたサȝートをする（˖業等）

○外ᢿ資᣿を活用し、地場ငԼとのᡲઃを図る

○ǢȳȆȊǷȧッȗをつくり、地域外へのऴإ発̮やᨽ用にጟƛる

行政機関

○˖業からのऴإ収集や、˖業に対する地域のΟˮ性を᳊᳌する

○ᗡ資などのૅੲС度を周知する

○ឪ業に関するዮ合క内所の設置を検討する

○大ݦ・ܖᧉఄܖ等のᛔᐲや、ᒉᎍが集まる場所の検討を行う

政策２ ２

政策（２） ᨽ用をငみ出す˖業立地

【現状と課題】
○̔໱ӈしいᨽ用ऴ勢

全国的には、ዼやかな୎気回ࣄによりᨽ用状況も上向いており、一ᢿの業ᆔでは、人஬確保のために正規ᨽ用

のѣきもありますが、平成２３年度の有効൭人̿率でൔ᠋すると、全国の ̿に対し、ᅸဋჄは ̿、

能代山本は ̿と、能代山本はોծのѣきが見られるものの全国とൔ᠋すると˯水แで推移しており、᩼

正規ᨽ用もفьしていると見込まれ、̔໱ӈしいᨽ用ऴ勢にあります。

ࢳ業への஖߻○

本市の߻業は、ங஬・ஙᙌԼ߻業のほか、これに関ᡲした機఺߻業などをɶ心に発ޒしてきましたが、ɶݱ˖

業が多く、事業所数、ࢼ業ᎍ数、ᙌᡯԼ出ᒵ᫇とも減少傾向が続いています。ӈしい状況にはありますが、ங

஬関ᡲやリサイクル関ᡲのほか、大׹設備や構ᡯ物などの機఺߻業関ᡲ、ઃ࠘ᩓᛅやパǽコȳなどのᩓ܇ᢿԼ

関ᡲ、ҔᕤԼ関ᡲなど、さまざまな˖業が事業ޒ᧏しています。国内トッȗクȩスの২ᘐщによって、業ጚを

上ƛている˖業もあります。

○能代ி᳃Ჽと能代߻業ׇ地、˖業ᛔᐲの状況

能代߻業ׇ地は、まだҞ分近くが分ᜯɶですが、リサイクルȝートである能代ลに近いことやᅸဋᐯѣ៻道の

能代ி᳃Ჽの᧏ᡫなどにより、Ǣクǻスがᑣくなっています。地域ኺฎは˯ᡕが続いており、˂の地域にない

཯ᐯのǻールスȝイȳトをǢȔールしていく必要があります。

○新規高ҡᎍのݼᎰ状況、新規ܖҡᎍの൭人状況

能代山本の新規高ҡᎍのݼᎰ内ܭ率は、ここ数年 ᲟӨ後Ҟから１ᲪᲪᲟで推移しており、そのうち能代山

本へのݼᎰ割合はᲮ割Э後となっています。Ⴤでは、Ⴤ内ݼᎰをࠎஓするܖ生に登録С度を設け、ݼᎰऴإᛏ

やݼᎰǻȟȊーのక内などをᡛ˄する取組をしています。本市では、新規ܖҡᎍの൭人が少なく、ܖҡᎍなど

ᒉ年ޖのᨽ用の場が不ឱしています。

○ឪ業のૅੲ

˖業ᛔᐲや既存င業のਰᐻのほか、ឪ業もᨽ用о出につながります。Ⴤでは、あきた˖業活性化ǻȳǿーをᡫ

してឪ業のૅੲを行っており、本市でも཯ᐯのឪ業ૅੲя成С度を設けるなど、ឪ業しやすい環境Ʈくりに取

り組んでいます。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

新設・ف設˖業数（リサイクル関ᡲ˖業数をԃ

む）

ˑ

（ 年度）

ˑ

有効൭人̿率 ̿

（ 年度）

Ⴤ平רを上回る

新規高ҡᎍのݼᎰ内ܭ率

（ 年度஛）

基本構想でめざす

姿や状態 
○新たな˖業立地やឪ業により、ᒉい人をɶ心にᨽ用やȁȣȬȳǸの機会がفƑること。

○˖業ᛔᐲに関するऴإがҗ分に˖業にˡǘり、˖業立地につながること。

○地域と˖業のᡲઃにより、ᨽ用о出などの効ௐを発ੱできること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭܤ全・ܤ心でෞ費
ᎍȋーǺに対応し
たᠾ業を確立する

ĭᠾ業のਃい৖を
Ꮛ成する

Įᠾ業生ငを効率
化する

įᠾ地を保全する

Լ生ငを̟すˁ組みƮくりに取り組߻心なᠾင物の生င・ᝤ٥はもとより、ьܤ全でܤ

みます。

᫩᫢ࡃ等とのᡲઃをはơめ、ͤࡍ・ᚇήの視ໜを取りλれた取組について可能性を੕る

とともに、これらをᡫơて地င地ෞに努めます。

認ܭᠾ業ᎍやᠾ業法人をɶ心に、ᠾ業のਃい৖のᏋ成に努めます。

また、ᠾ業ኺփの生င性を高めるため、これらਃい৖にᠾ地の集ᆢを図り、ᙐ合ኺփ化

を進めていきます。

したᠾ業ኺփに資するよう、ᠾ地の整備やかんがい施設のોծなどを進め、ᠾ業生ܭܤ

င基Ⴔのࢍ化を図ります。

また、能代Ȗȩȳȉとして˄ь̖͌を高められるよう、大ロット化、高Լឋ化のための

生င体Сのࢍ化を̟します。

ᠾ地が持つさまざまな機能を維持できるよう、ᠾ地・水保全管理ૅ৚ʩ˄᣿事業、ɶ山

᧓地域等Ⴚ੗ૅ৚ʩ˄᣿事業等、地域が一体となった取組に対するૅੲなどを行いなが

ら、ᠾ地の保全に努めます。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○地元ငのᠾင物をᆢಊ的にទλする

○ពり物などをᡫơて地元ငのᠾင物を᳊᳌する

○᫢に関する正しい知識やஓましい፼ॹを៲につける

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○適地˺物のᄂᆮを行う（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

○地元ငのᠾင物のᑣいໜを分析する（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

○ᠾင物のԼឋ向上のためのᄂᆮを行う（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

心なᠾင物を生ငし、཯ᐯの規఍やȖȩȳȉをつくって᳊᳌やᝤ٥を行う（生ငᎍ、生ܤ全でܤ○

ငᎍׇ体、᳄᲻等）

○地元ငのᠾင物を̅って新たなՠԼを᧏発する（生ငᎍ、生ငᎍׇ体、᳄᲻、˖業等）

○地元ငの᫢஬を̅う（᫩᫢ࡃ、ܿජ所等）

○ᠾՠ߻ᡲઃによる６ഏင業化を進める

○高˄ь̖͌のᠾင物を˺る

○トッȗǻールスにより、ᝤែਘ大に努める

行政機関

○物ငʩ්の取組を検討する

○地င地ෞや᫢Ꮛを推進する

○ᠾՠ߻ᡲઃによる６ഏင業化を進める

○ᝤែਘ大等のためトッȗǻールスをᆢಊ的に行う

ዅ᫢へ地場ငԼをᆢಊ的に活用するఄܖ○

政策２ ３

政策（３） щࢍくて持続するᠾ業

【現状と課題】
○቟と᣼ᓔのင地

本市のᠾ業のփᠾ体系はᆖ˺をɶ心にしながらも、᣼ᓔなどとのᙐ合化が図られてきました。ᆖ˺は቟̖の下

ᓳ基調からなお一ޖの生င性向上のほか、˄ь̖͌を高めるための取り組みが൭められています。᣼ᓔでは、

ȍǮをはơめとした৆ဦ˺物のఎ᩿ؔᆢのਘ大に取り組んでおり、Ⴤ内でも有数の᣼ᓔင地となっていますが、

市場ȋーǺに対応するため、今後とも一ޖの推進を図る必要があります。

○地င地ෞと地域Ȗȩȳȉの確立

心でᑣឋなものを൭めるෞ費ᎍȋーǺやȞーǱȆǣȳǰへの対応が必要であり、ᠾင物ᝤែਘ大のたܤ・全ܤ

めのトッȗǻールスや、地င地ෞを推進するためのңщࡃС度に取り組んでいます。ᠾင物Ȗȩȳȉの確立や

新たな˄ь̖͌のоᡯのため、生င量の確保やԼឋのר一化、ऴإ発̮やऴإ収集などに努める必要がありま

す。

○ᠾ業ਃい৖の確保

ψ業ᠾ家の割合が高く、高ᱫ化や後ዒᎍ不ឱなどによるᠾ業ࢼ事ᎍの減少が続いていますが、ݦ業ᠾ家数は横

ばいとなっています。ᠾ業ኺփのスペǷȣリストとなる認ܭᠾ業ᎍの確保やᠾ業法人・新規ݼᠾᎍのᏋ成など、

ᠾ業ਃい৖の確保が課題となっています。

○ほ場整備の状況

生င性の向上による効率的でܭܤ的なᠾ業ኺփの確立を図るため、大ғဒをɼ体としたほ場整備を進めてきて

います。ᠾ業ࢼ事ᎍの減少や高ᱫ化により、ਃい৖や法人への集ᆢが必要とされています。

○ᠾ地の多᩿的な機能

ᠾ地には、ᐯ໱໎ܹを防止する機能やᩋ水をᝪသする機能、水ឋやᆰ気を浄化する機能など、さまざまな機能

がありますが、集ᓳのᢅျ化や高ᱫ化によるᠾ地の᎓˺્棄などもあり、管理・保全がᩊしくなってきていま

す。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

৆ဦ˺目５Լ目の生င出ᒵ᫇ ႊɢό

（ 年度஛）

ႊɢό

ਃい৖ᠾ地集ᆢ率（̾人・集ׇをԃむ）

（ 年度）

地元ငのᠾင物はܤ全でおいしいと࣬う市民

の割合 （ 年度）

市民意識調査

ዅ᫢で̅用している᣼ᓔ類のうちᅸဋჄఄܖ

ငの割合 （ 年度஛）

基本構想でめざす

姿や状態 
○地元ငのᠾင物やь߻Լの市場ᚸ̖が高まり、င地として確立すること。

○ᠾ業が᭽щ的なᎰ業として成り立ち、ᒉい人をɶ心にᠾ業のਃい৖がفƑること。

○ᠾ業の生င性が高まり、ኺփのࢍ化につながること。

○᫢の大切さへの理解がขまり、᫢Ꮛがේᡢして実ោにつながること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭஙのᑣさを生か
し多ಮなȋーǺに
対応した௎業・ங஬
င業を確立する

ĭங஬関ᡲの高度
なᄂᆮ機能を活用
する

Įஙにᚃしめるま
ちƮくりを進める

į௎業生ငを効率
化する

İౕ௎や߷を保全
する

ı水င業をਰᐻす
る

௎業とங஬င業、ᝤ٥まで一体的に取り組める体СƮくりや、ᅸဋスǮ活用のための新

たなѣきに対応し、地場င஬のᩔ要ਘ大につなƛていくとともに、ᇤʗщのある˖業の

Ꮛ成を図りながら、ஙのᑣさを生かし多ಮなȋーǺに対応した௎業・ங஬င業の確立に

努めます。

また、地場င஬と能代市の২ᘐを活用した、能代市཯ᐯの˰ܡの᧏発、普及の可能性を

੕ります。

ங஬高度ь߻ᄂᆮ所、ӷ所と˖業のパイȗࢫであるᅸဋჄங஬ь߻推進機構、関ᡲする

大ܖや˖業、ׇ体など、ငܫܖのᡲઃを̟しながら、২ᘐ移᠃やᙌԼ᧏発にኽƼつける

ための環境を整Ƒます。このほか、೔ႝ・廃஬などを活用したȐイǪȞスᄂᆮもԃめて

ऴإʩ੭を行うなど、ங஬関ᡲの高度なᄂᆮ機能の活用を̟します。

気᠉にஙにƾれられる場・機会を設けたり、ᘑなかでஙのƵくもりを感ơられるように

したりするなど、市民と行政、民᧓が一体となってஙのᑣさを広めるとともに、ஙپ߻

にᚃしめるまちƮくりを進めます。

ங目が፦しくь߻しやすいᅸဋスǮのᑣさをˡƑるとともに、地場င஬の生င・̓ዅを

一元的に把握するǷスȆȠの構ሰに努めます。

また、ౕ௎を適正に管理できるよう௎道や˺業道の整備を進め、௎業生ငの効率化によ

るܭܤした௎業ኺփの確立に努めます。

ౕ௎や߷が持つさまざまな機能を維持できるよう、ౕ௎の৖λれや水င資源の保ᜱに努

めます。また、ȜȩȳȆǣǢや地域活ѣをᆢಊ的にૅੲし、これら資源の保全と活用を

図ります。

௅くいᖓ対策については、海ެჿ防௎などܣるǂき௅௎をɼ体として対策を実施し、௅

௎の保全に努めます。

海᩿๤業では、Ⴤや๤ңとᡲઃし、ᮄᄻ設置をᡫơた๤場࢟成に努めます。

内水᩿๤業では、๤ңとᡲઃしながら、ᆐᮄ્්などの実施により、水င資源の維持・

Ꮛ成に努めます。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○外ᘺなど見Ƒるとこǖにஙを̅う

○ஙᡯ˰ܡをᢠ৸する

○ᅸဋスǮのᑣさを理解する

○スǮᙌのӸХを活用する

○ౕ௎の保全管理を行う（ౕ௎所有ᎍ等）

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○ᙌԼ化やՠԼ化にኽƼつくங஬のᄂᆮを行う（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

○外ᚇにஙを多く̅った家のᄂᆮを行う（大ܖ、ᄂᆮ機関等）

○ౕ௎の保全にңщする（ȜȩȳȆǣǢׇ体等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○ஙのƵくもりをˡƑるஙᙌԼを推ڜする（設ᚘ事Ѧ所、߻Ѧࡃ、大߻等）

○地場င஬を̅ったஙᙌԼを気᠉にទλできるようにする

○外ᚇにஙを多く̅った家Ʈくりを推ڜする（設ᚘ事Ѧ所、߻Ѧࡃ、大߻等）

○スǮを構ᡯ஬として活用できる߻法の᧏発に取り組む

○ᑣឋなங஬の生ငを行う（ౕ௎組合等）

○ஙのᑣさにᚃしめるようなՠԼの᧏発・ᝤ٥を行う

○᧓˝஬等をȐイǪȞス発ᩓやペȬット等に活用する

行政機関

○ஙのまちƮくりのためのૅੲを行う

○外ᚇにஙを多く̅う家Ʈくりを᳊᳌する

等の建ஆƑのᨥはஙᡯをᢠ৸するよう努めるఄܖ○

○スǮを構ᡯ஬として活用できる߻法の᧏発に取り組む

政策２ Ხ

政策（Ხ） 山・߷を生かす௎業・ங஬င業・水င業

【現状と課題】
○ஙᣃ能代からஙのまちへ

かつて、ټ໱ᅸဋスǮの生င地として௿ƑたʚȄʟထと、ஙᣃとしてங஬င業で௿Ƒた能代市が合́したことで、௎業から

ங஬င業、そしてᝤ٥へと、一体的な取組による新たな効ௐが஖ࢳされます。ஙのまちとして、ᘑなかにஙのƵくもりを感

ơられることが必要と考Ƒられます。

○௎業の˯ᡕ、ᅸဋスǮが˝஖

˯̖఍と大量λᒵにૅƑられた外஬のᩔ要により、地場င஬のМ用が進んでおらず、ᅸဋスǮの̖఍˯ᡕが続くなど、ᡯ௎

から保Ꮛ、̋ ੔までの௎業ኺփとしては੔ም᩿でᩊしい状況にあります。外஬の̖఍高ᬸやɭမ的なங஬ᩔ要のفьによる

外஬の確保ᩊ、また、ᅸဋスǮが˝஖をᡇƑていることから、地場င஬のᩔ要が高まる可能性があります。

○ங஬င業の˯ᡕ、ங஬高度ь߻ᄂᆮ所とのᡲઃ

本市のங஬င業は、ɶݱᩐኬ˖業が多いため、২ᘐ᧏発щや᳊᳌・ᝤ٥щがࢊく、また、᥄ங業မをはơめとして資源̔存

に᠃੭することを目的׹から২ᘐ立地׹がɶ心であり、ෞ費ᎍȋーǺへの対応が൭められています。ங஬င業を資源̔存׹

として、ᅸဋჄ立大ܖங஬高度ь߻ᄂᆮ所が本市に立地しています。ᅸဋスǮをはơめとするங஬のさまざまなᄂᆮを進め

ており、ࡽき続きငܫܖᡲઃの取組を行いながら、ங஬င業の活щ向上につなƛていく必要があります。

○ᅸဋスǮᙌԼの新たなѣき

ங஬のь᩿߻や̖఍᩿から、Ⴤ内のங஬̓ዅ量のᲮ割、集成஬のほとんどを外஬がҩめています。Ⴤ内のங஬業မでは、ᑣ

ឋなᅸဋスǮᙌԼにʑ༞ᅸဋスǮ認ᚰС度を設けたり、ᅸဋスǮ集成஬を生ငする߻場をつくるなど、地場င஬のᩔ要ਘ大

に取り組んでいます。本市でも、こうした新たなѣきに対応した取組が必要となっています。

○ౕ௎の多᩿的な機能

ౕ௎には、ᐯ໱໎ܹを防止する機能やᩋ水をᝪသする機能、水ឋやᆰ気を浄化する機能など、さまざまな機能がありますが、

集ᓳのᢅျ化や高ᱫ化によるౕ௎の管理્棄のほか、੔ም᩿から৖λれが進まないことなどもあり、ᠾ地とӷಮに管理・保

全がᩊしくなってきています。

○௅くいᖓᘮܹの状況

௅くいᖓᘮܹについては、᫘の௅Ҿをはơめとする海ެჿ防௎をɶ心にᕤд૝ࠋや˝͂ᬝ除をዒ続して行っていますが、ᘮ

ܹを減少させることはᩊしい状況にあります。

○水င資源の維持・Ꮛ成

本市は日本海や቟代߷とそのૅ්といったᑣڤな๤場を有しています。水ငਰᐻのため、水င資源の維持・Ꮛ成を図ってい

く必要があります。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

ங஬ᙌԼ出ᒵ᫇ ႊɢό

（ 年）

ႊɢό

ஙのƵくもりやஙのまちとしてのᩎ׊気があ

ると࣬う市民の割合 （ 年度）

市民意識調査

ஙのఄܖМ用ᎍ数 人

（ 年度）

人

σӷᄂᆮ等（ۀᚠをԃむ）で実ᨥにՠԼ化でき

たˑ数

ˑ

（ 年度）

ˑ

௅くいᖓᘮܹ量 ㎥

（ 年度）

㎥

๤ྒ高（海）

（ 年度）

基本構想でめざす

姿や状態 
○ᅸဋスǮのМ用が進み、௎業やங஬င業のኺփࢍ化につながること。

○ᅸဋスǮのᑣさをˡƑ、ஙのまちとして、ᘑなかにஙのƵくもりを感ơられること。

○ငܫܖがᡲઃして調査やᄂᆮが進み、௎業やங஬င業のᏋ成につながること。

○ౕ௎の৖λれや保全により、水のᝪသや浄化などの機能を維持でき、水င資源の持続的なМ用

につながること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭഩきたくなるՠ
ᘑƮくりをૅੲࡃ
する

ĭɶ心ՠࡃᘑのᆰ
きࡃᑄ・ᆰき地の活
用を進める

Įՠࡃᘑのイșȳ
トなどをૅੲする

ՠࡃᘑの集ܲを高めるため、ՠ業ᎍや市民が行う環境整備や୎ᚇ向上、ཎᑥあるࡃƮく

りによるഩきたくなるՠࡃᘑƮくりをૅੲします。

ɶ心ՠࡃᘑのᆰきࡃᑄ・ᆰき地の活用や取ࢽによる、新規の᧏ࡃ・ឪ業ᎍへのૅੲや、

ᆰきࡃᑄ᝹᝱ᎍへのૅੲなど、ᆰきࡃᑄ・ᆰき地の活用を進めます。

ՠࡃᘑや市民ׇ体が取り組むʩ්人ӝをفやすためのイșȳトやᝤ٥̟進活ѣに対し、

。き続きૅੲしますࡽ

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○地元にあるՠԼは地元でទλする

○地元ՠࡃᘑなどのまちഩきを心がける

○ෞ費ᎍとしてՠࡃにはっきりとȋーǺをˡƑる

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○ՠࡃɼやࡃ員がኺփや੗ܲなどに関してᄂ̲できる場を設ける（ՠ߻会ᜭ所・ՠ߻会等）

○集ܲイșȳトなどՠࡃᘑとᡲઃして活気を生み出す活ѣを行う（ᐯ治会・ထ内会、ۡ人会等）

○Ӳׇ体がႻʝにᡲઃできるȍットȯークを構ሰする

○ဣထᡫりにᬟ៻スペースを設置する活ѣを行う（市民ǰルーȗ等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○ኺփや੗ܲ、᧏ࡃ଺᧓など、高ᱫᎍにやさしいՠࡃをつくる（ՠࡃɼ、ՠࡃ会等）

（会等ࡃɼ、ՠࡃՠ）ӝᝤ٥などෞ費ᎍȋーǺに合ǘせたՠ٥を行うݱ化やࡃᧉݦ○

○ᘑなかにငႺࡃを設ける（生ငᎍ、生ငᎍׇ体、᳄᲻等）

○ឪ業をஓむ人にᆰきࡃᑄを᝱し出す（ՠࡃɼ、ՠࡃ会等）

規模でもǭȣȳペーȳやイșȳトを多く᧏͵し、កǘいをо出するݱ○

○Ӳ分᣼における後ዒᎍのᏋ成に努める

行政機関

○ՠࡃᘑに人が集まりやすい環境整備をૅੲする

○ՠࡃᘑなどのᆢಊ的な取組にૅੲ・ңщする

○Ӳ分᣼における後ዒᎍのᏋ成に対するૅੲを行う

政策２ ５

政策（５） まちのにƗǘいをつくり出すՠ業

【現状と課題】
○地域ՠ業の˯ᡕ

本市では、ՠࡃ数、ࢼ業ᎍ数、ՠԼᝤ٥᫇とも減少傾向が続いており、今後もこの傾向が続くことがভࣞされ

ます。

○ՠࡃᘑのᆰきࡃᑄ

ɶ心市ᘑ地のՠࡃᘑにᆰきࡃᑄが目立っていますが、この状況は全国σᡫの課題となっています。ՠࡃኺփᎍ

の高ᱫ化とኺփ不ਰなどでᆰきࡃᑄがفьしており、ՠࡃᘑの᭽щが˯下しています。ᐯѣ៻社会の進ޒ、ෞ

費人ӝの減少にˤう٥上全体の減少、ᡫ̮ᝤ٥やイȳǿーȍットᝤ٥といった٥ᝰの多ಮ化など、社会構ᡯの

。᪪しているとされています。多ಮな᫑ܲȋーǺへの対応が൭められていますࢨ化が٭

○ᢸ外大ࡃ׹の進出とՠࡃᘑ

本市には、ᢸ外大ࡃ׹の進出ᚘဒがあり、市民、市や能代山本にとってȗȩスになるかなどをዮ合的にЙૺし

て、ᠾ業ਰᐻ地域整備ᚘဒの٭更৖続きを進めました。市外にᝰい物に出かけていた人を地元につなƗとめ、

また市内外からᝰい物にᚧれる人を地元ՠࡃᘑでのʩ්人ӝのفьにつなƛるため、ՠࡃᘑや市民、行政によ

る新たな取組も行ǘれています。

○ᆰきࡃᑄ්ѣ化のᚾみ

ՠࡃᘑのᆰきࡃᑄを͈りたい人と、ם地や建物の所有ᎍとの৵り合いがつかないǱースもあり、ᆰきࡃᑄの්

ѣ化を図るためには、ՠࡃኺփᎍや地域˰民だけでなく、所有ᎍのңщも必要です。本市では、཯ᐯのя成С

度を実施するなど、ᆰきࡃᑄの්ѣ化ૅੲに取り組んでいます。

○ՠ業ᎍの取組

ՠࡃᘑでは、ᛔܲのためさまざまなイșȳトや͵事などを行っており、このᛔܲをᝰ物にኽƼつける取組が必

要となっています。能代地域とʚȄʟ地域のそれƧれのȝイȳトǫーȉのႻʝМ用や、ȝイȳトによる市ᆋ等

のૅ৚いを可能にするなど、М用ᎍのМ̝性の向上を図っています。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

地元ՠࡃᘑや近所のՠࡃをМ用することを心

がけている市民の割合 （ 年度）

市民意識調査

ՠࡃᘑのᆰきࡃᑄ率

（ 年度）

基本構想でめざす

姿や状態 
○ՠࡃᘑに人が集まり、ʩ්やにƗǘいが生まれ、ᘑに活気があること。

○ՠࡃᘑや̾ࡃにཎᑥがあり、ᆰきࡃᑄの活用が進むこと。

○ՠࡃᘑと大ࡃ׹のᡲઃがあり、市外に出なくてもᝰい物ができること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭᐯ໱や᫢などを
能できる環境をآ
整Ƒる

ĭᚇήእ஬をȡȋ
ȥー化して受λ体
Сを整Ƒる

Į人をᡇƑλれる
ऴإ受発̮をΪ実
する

įʩ්が広がるイ
șȳトや行事をૅ
ੲする

ႉᅕ山地や᫘の௅Ҿ、きみまち᧵などのᝅかなᐯ໱を活かすとともに、現地Ǭイȉのң

щをࢽて、ᚇήእ஬の確立や੐りឪこしに努めます。

また、地元᫢஬によるᣂם૰理などの੩̓を、᫢ࢢ人などを活用して進めていきます。

ᚇήܲの多ಮなȋーǺに応Ƒられるよう、事業ᎍによるᚇήእ஬のȡȋȥー化をૅੲし

て受λ体Сを整Ƒるとともに、能代山本地域がᡲઃしてᛔ̟ܲ進に努めます。

ᚇήక内所のΪ実を図るとともに、イșȳトや行事予ܭ、ᣂם૰理やཎငԼ、ʩᡫǢク

ǻスやܿජなど、ऴإやక内がˡǘりやすいようにپ߻し、能代山本地域やႉᅕ山地周

ᡀ地域、ʞ能ዴඝዴ等の広域的ᡲઃにより、人をᡇƑλれるऴإ受発̮のΪ実に努めま

す。

ɶ心市ᘑ地へのᛔܲをԃめ、地域へのᛔܲにつなƛるため、ʩ්が広がるイșȳトや行

事をૅੲします。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○地元の見どこǖや᫢のᑣさをኰʼできるようになる

○地域外の人とʩ්を持つ

○ȕǣルȠコȟッǷȧȳの活ѣにӋь・ңщする

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○体᬴ᚇήȡȋȥーを᧏発する（ᚇήң会等）

○଒ټᅕݱ学校をங߻૙ܴやǫȌーᙌ˺などܖ፼・ʩ්施設として活用する（ᚇήң会等）

○地元の見どこǖや᫩᫢ࡃなどのऴإを੩̓する（ᚇήң会等）

○地元᫢஬を活かした᫢によるᛔܲに取り組む（ᚇήң会等）

○登山やトȬッǭȳǰ等のక内板やȞッȗを˺成する

○Ӫួやᐯ໱੕ᚧを目的としたǬイȉᄂ̲を行う（ᚇήǬイȉ等）

○能代ɡٲをࠝ଺体᬴できる場のо出を検討する

○᫘の௅ҾをǦǩーǭȳǰ等の大会に活用する

○Ǭȳ・ǫȢ類のɶዒ地としてのݱӐකの を図る

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○体᬴ᚇήȡȋȥーを᧏発し、ᝤ٥する（଄行会社等）

○地元のᑣさを活かした଄行ՠԼを᧏発し、ᝤ٥する（଄行会社等）

○能代ᬜЭなど適所に᫢事どこǖを設ける（ՠࡃɼ等）

行政機関

○地元の見どこǖや᫢のᑣさを広إやțーȠペーǸなどで周知する

○イșȳトやˡወ行事などのऴإやక内をˡǘりやすいようにپ߻する

○体᬴ᚇήȡȋȥーや地元のᑣさを活かした଄行ՠԼの᧏発をૅੲする

○登山やトȬッǭȳǰ等のక内板やȞッȗを˺成する

○地域とᡲઃしたイșȳトへのૅੲを行う

○体᬴׹のᚇήやܖ፼を̟進する

政策２ ６

政策（６） ᝅかなᐯ໱とそのऔみを活かすᚇή

【現状と課題】
○ႉᅕ山地をはơめ、ᝅかなᐯ໱とഭӪがᚇήእ஬

合́によって、ɭမᐯ໱ᢡငであるႉᅕ山地をはơめ、日本海、቟代߷、᫘の௅Ҿ、きみまち᧵、ɡࡈ山、日

本一高いټ໱ᅸဋனなど一ᡲの୎Ѩ地に広がりができました。ᝅかなᐯ໱が生み出す地域資源や୎Ѩ地のഭ

Ӫ・Ꮡ୎を最大限に活かしたᚇήが൭められています。市民ǢȳǱートでも、ᝅかなᐯ໱が地域のᛍれるもの

となっています。

○ཎᑥあるᣂם૰理と᫢ࢢ人

本市には、቟やᣒはもちǖん、地域の᫢஬を活かしただまこもち᥻やᰋ࢟そば、༾ంうどん、೮山ኛᝃ、ᝊな

んこつなどཎᑥあるᣂם૰理や᫢஬がたくさんあります。市では、こうした地元᫢஬等を活かし、᫢ࢢ人事業

などで᫢による᭽щのо出を図っています。

○ఌࢍい人気のイșȳトやˡወ行事

能代ƶƿながしやおなごりȕǧスȆǣȐル、ลまつり能代のᑶ້、きみまちの᣺ȕǧスȆǣȐル、きみまち᧵

のఞ・ኗᓶまつり、۫見まつりなどは、ᚇήܲが多くᚧれるイșȳト、ˡወ行事となっています。市民ǢȳǱ

ートでも、これらのイșȳト等が地域のᛍれるものとなっており、ఌࢍい人気がうかがƑます。

また、大׹ɡٲžټᆰの不ٸ؉ſのᙌ˺・ᢃ行に向けた取組も進められています。

Ƒつつあるᚇήܲف○

ᝅかなᐯ໱、さまざまなイșȳトやˡወ行事などでᚇήܲはفࣇ傾向にありますが、ܿ ජするᚇήܲが少なく、

๛׹נᚇήにつなƛることが課題になっています。ᅸဋȇスȆǣȍーǷȧȳǭȣȳペーȳや国民૨化ᅛの᧏͵

をڎ機に、᭽щある体᬴ȡȋȥーや地元ならではのᚇήእ஬の੐りឪこし、ஙᣃ能代のᝋࣉである଒૰ʯ᣿џ

の活用、民ජへの取組、また、能代᳊᳌大̅、能代ȕǣルȠコȟッǷȧȳなども活用したᛔܲܳˡを進めてい

ます。

○ᚇήに広域的な視ໜ

ᚇήܲは、行政の௒組みにとらǘれず目的地やコースを決めるため、ᢠ৸Ꮓをفやし、᭽щある地域として広

く᳊᳌していくために、民᧓と行政がそれƧれのࢫ割をਃいながら、能代山本地域やႉᅕ山地周ᡀ地域、ʞ能

ዴඝዴ地域などの広域的ᡲઃのࢍ化が必要になります。

଄行・スȝーȄ等合ܿのᛔᐲܖ̲○

能代山本地域では、広域的にᡲઃして̲ܖ଄行のᛔᐲを進めてきましたが、来ఄ数がなかなかفƑない状況に

あります。また、スȝーȄ等合ܿのᛔᐲにも努め、民᧓と行政が一体となった受けλれ体Сを整Ƒる必要があ

ります。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

ᚇήܲλ込ܲ数 人

（ 年）

人

ᝅかなᐯ໱やཎᑥあるᣂם૰理など、˂ にᛍれ

るᚇή資源があると࣬う市民の割合 （ 年度）

市民意識調査

基本構想でめざす

姿や状態 
○ᚇήによるʩ්やにƗǘいが生まれ、地域に活気があること。

○ᝅかなᐯ໱やཎᑥあるᣂם૰理など、地域資源の᭽щにより、来ᚧᎍの満ឱ度が高まること。

○ᚇήやイșȳトのܳˡができていて、地域のイȡーǸが高まること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭ環境保全の活ѣ
やܖ፼を広める

ĭΟれたᐯ໱環境
を保全する

Į環境調査や環境
対策を適正に行う

įϐ生可能Ǩȍル
Ǯーを導λ・普及す
る

環境活ѣに取り組むための人Ʈくりやˁ組みƮくりを市民・事業ᎍ・行政が一体となっ

て進めます。

また、環境ܖ፼の機会や、ᐯ໱保ᜱׇ体の活ѣのऴإ੩̓に努めるなど、環境保全に対

する意識のգ発に努めます。

̖͌ある地域のᝠငとして、ᐯ໱環境をഏɭ代にࡽきዒいでいくため、環境保全活ѣを

進めます。

市の環境調査は、法ࢷのો正や環境基แ等のોܭ及Ƽ実状に合ǘせ見Ⴚしを図ります。

また、଒能代င業廃棄物処理ǻȳǿーなどの環境保全対策は、地元˰民やჄとᡲઃしな

がら、適正に行います。

地ྶภଡ଼化対策や環境にᣐॾした取組を進めるため、ႾǨȍルǮーを̟進するとともに、

᩼ࠝ଺のᩓщ確保等のため২ᘐの進ഩや社会のѣ向、導λの効ௐなどを注視しながら、

地域のཎ性を活かしたϐ生可能ǨȍルǮーの導λや普及に努めます。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○ᐯ໱ǨȍルǮーの理解をขめ、環境活ѣにӋьする

○ごみのȝイਾてや᣼焼きはしないなど、Ȣȩル意識を持ち、環境፦化に努める

○庭ஙなどの௅くいᖓを防除する

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○Ȣȩル意識向上のための活ѣを行う（市民ǰルーȗ等）

○ᐯ໱環境の፦化・保全活ѣや߹回指導を行う（ȜȩȳȆǣǢׇ体等）

○௅くいᖓの防除体Сの構ሰや、ңឃなどのૅੲをѪる（ȜȩȳȆǣǢׇ体等）

○ᐯ໱ᚇݑ会をᡫơて環境ܖ፼に取り組む

○ᑶのౡఎやᘑែ೔のзܭ等、ݦᧉ的な知識での指導を行う

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○社会ᝡྂの一環として環境保全の活ѣをᆢಊ的にޒ᧏する

○᣼焼きをしないなど、法ˋをܣる

○௅くいᖓ防除にңឃなどのૅੲを行う

行政機関

○ᐯ໱環境の保全状況を把握する

○ᐯ໱ᚇݑ会等の機会も活用し、環境բ題に対する૙ᏋをΪ実する

○௅くいᖓ防除などᐯ໱環境保全の活ѣをૅੲする

政策２ Ჱ

政策（Ჱ） ᐯ໱とσ生し地域でૅƑる環境保全

【現状と課題】
○山・߷・海に׊まれたᝅかなᐯ໱環境

本市は、ɭမᐯ໱ᢡငであるႉᅕ山地をはơめ、቟代߷やきみまち᧵、᫘の௅Ҿ、そして日本海など、ᝅかな

ᐯ໱に׊まれた地域であり、これらのᐯ໱環境は、市民ǢȳǱートでも、地域のᛍれるものとなっています。

このᝅかなᐯ໱環境をዒ১するため、環境保全に関する組ጢや活ѣのΪ実が൭められています。

○บりᯓの᫠来地、ݱӐක

。Ӑකは、ᠾ業をૅƑるため൷であるとともに、国ᨥ的に᣻要なบりᯓの᫠来地として注目を集めていますݱ

りながら活用を進めることにより、新たなᠾ業の˄ь̖͌が高まるܣӐකのᠾ業的な̖͌とᐯ໱的な̖͌をݱ

可能性を持っています。

○地ྶภଡ଼化とǨȍルǮー

̝Мでࣛ適な生活は、ჽ඗などの化ჽ༓૰の大量ෞ費によってもたらされてきており、ʚᣠ化໗እなどのࢨ᪪

による地ྶภଡ଼化、資源のௗญといった、環境բ題やǨȍルǮーբ題が地ྶ的規模の課題となっており、ཎに

ி日本大ᩗ໎後、ϐ生可能ǨȍルǮーが注目されています。

本市には、能代᫘щ発ᩓ所やஙឋ発ᩓの能代ȐイǪȞス発ᩓ所が立地されています。πσ施設や一般˰ܡでも

き続きϐ生可能ǨȍルǮーのࡽ、༏М用が進んでいますが、導λの効ௐなどを注視しながらᨗٽή発ᩓやᨗٽ

導λやႾǨȍルǮーの̟進に取り組む必要があります。

○環境ܳᚕ、人と環境にやさしいまち

市民がともにഩむ新たな道しるǂとして、地ྶ環境や地域環境をܣるため、人と環境にやさしいまち能代をつ

くることをܳᚕしています。この実現に向け、市民・事業ᎍ・行政のパートȊーǷッȗによる取組とそのため

のˁ組みƮくりが必要となっています。

○環境ȞȍǸȡȳトǷスȆȠを活用

環境ȞȍǸȡȳトǷスȆȠは、市の環境施策をዮ合的・体系的に実行・ᚸ̖し、見ႺすことができるǷスȆȠ

です。環境のまちƮくりを進めるため、市民や事業ᎍの取組へのૅੲやऴإ੩̓を行うだけでなく、このǷス

ȆȠを活用して、市が環境保全の取組を率έして実行することとし、平成 年度から全࠻的に取り組んでい

ます。

○環境調査の状況

国・Ⴤのほか、市でも調査を行い、環境の実態把握に努めることで、൲染の防止を図ってきました。大気やם

ٓ調査は、環境基แを満たしていますが、ඕ߷やฯක、地下水調査の一ᢿには、ᢋ成していない地ໜも見られ

ます。事業所排水調査は、おおむƶ基แを満たしていますが、基แ͌をឬƑる場合は、ોծ指導を行っていま

す。

○଒能代င業廃棄物処理ǻȳǿーの環境保全対策

଒能代င業廃棄物処理ǻȳǿーのբ題は、င廃ཎਜ਼法の適用を受けてჄがɼ体となって環境保全対策に取り組

んでおり、市でもዒ続的に周ᡀ環境の調査を行い、地元˰民やჄとᡲઃ・ңᜭしながら、環境բ題の解決と˰

民不ܤの解ෞに向けて取り組んでいます。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

቟代߷やきみまち᧵、᫘の௅Ҿなどのᝅかなᐯ

໱は、˂にᛍれると࣬う市民の割合 （ 年度）

市民意識調査

のしǖクリーȳパートȊー登録ׇ体数 ׇ体

（ 年度）

ׇ体

基本構想でめざす

姿や状態 
○ᐯ໱とᚃしみ、ᐯ໱をᡫして人がƾれあい、地域のᝠငとして保全と活用ができること。

○環境բ題に対して適正に対処し、ᑣڤな環境を保全できること。

○៲近な環境やᐯ໱、ǨȍルǮーに関する理解がขまり、地域ƙるみの環境活ѣにつながること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち
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【施策の体系】 【施策の方向】

Ĭごみの減量化や
資源化を進める

ĭ廃棄物を適正に
処理する

Į生活上の衛生環
境を保つ

į衛生施設を適正
に管理する

ܾ器Ѽᘺȗȩスȁックの分別がܭბしていますが、さらにリサイクル化が実現できるよ

う廃棄物減量等推進員をᡫơたごみ分別ᜒ፼会を᧏͵するとともに、ȞイȐッǰ持Ӌや

ቇତѼᘺなど、市民や事業ᎍの環境意識の向上に努めます。

また、ごみを減らす活ѣへのૅੲのほか、事業系ごみの実態を調査し、資源化できるも

のへの分別を進めることで、ごみの減量化と資源化を図ります。

不法投棄に対しては、パトロールなどを行いӈ正に対処するほか、看板等を設置し注意

նឪを図ります。

分別収集を効率的に行いながら、収集したごみから資源化できるものは回収するととも

に、廃棄物処理施設の設備をܭ஖的にᙀ̲するなど、施設のܭܤ的かつ効率的なᢃփを

図り、廃棄物を適正に処理していきます。

将来的な最終処分に関しては、広域化の検討も視᣼にλれながら、長஖的な視ໜから検

討を進めます。

市民生活に関ǘりのある଄᫾、πᘌෘ場などの生活衛生関̞のփ業施設の指導や、狂犬

病予防などに努め、衛生環境を保っていきます。

斎場など市民生活にとってഎかせない衛生施設について、環境保全対策をᜒơながら、

適正に管理していきます。

【めざす姿や状態に近Ʈくためのஓましい取組】

取組のɼ体 取組内ܾ

市民

○ごみの分別の徹底やリサイクルԼのМ用を心がける

○ȞイȐッǰᢃѣにӋьする

○ごみの減量化や資源化に関して、܇どもの頃から૙Ꮛする

Ӳᆔׇ体等

（ ᳽大ܖ等ԃむ）

○ごみの減量化や資源化などの意識の向上に取り組む（市民ǰルーȗ等）

○ȞイȐッǰᢃѣを推進する（市民ǰルーȗ等）

○ごみの減量化や資源化に関してܖ፼する（環境関ׇ̞体、ۡ人会等）

事業ᎍ等

（生ငᎍ等ԃむ）

○ごみの分別の徹底やごみをಊщ出さないپ߻を心がける

○資源ごみの回収に努める

○リサイクルԼの්ᡫに努める

○事業所の衛生管理を徹底する

行政機関

○ごみの分別のˁ方をǘかりやすく周知する

○ごみの減量化の効ௐと進みφ合を周知する

○資源を大切にする指導・૙ᏋをΪ実する

○不法投棄の監視体Сをࢍ化する

○上下水道のьλ率向上に努める

政策２ ８

政策（８） 資源を大切にし社会を持続できる衛生環境

【現状と課題】
○ごみの排出量の状況

家庭系ごみの排出量は、ここ数年少しずつ減少傾向にあり、事業系ごみの排出量は、ほぼ横ばいで推移してい

ます。ごみ排出量全体を１人１日当たりでみると、ほぼ横ばいで推移しています。

今後は、事業系ごみをどのように減少させるかが課題であり、市内事業所の実態等も把握した上で、減量指導

等を行う必要があります。

○一般廃棄物最終処分場の状況

収集したごみから、資源化できるものを分別・回収し、残りを焼却して最終処分場に埋立しています。平成３

３年頃には満杯になる見込みであり、将来的な最終処分に関する検討が必要になっています。

○資源ごみの分別収集とリサイクル率

限りある資源を有効に活用しようと、資源ごみの分別に対する意識は高くなっていますが、リサイクル率は減

少傾向にあります。

今後は、リサイクル率の減少傾向の要因を分析し、課題解決に向けた取り組みが必要です。

○不法投棄への対応

リサイクルに関する取組が進む一方、不法投棄が見受けられます。市では、監視員によるパトロールや看板設

置を行いながら、不法投棄の防止に努めています。不法投棄は犯罪であり、地域が一体となって、不法投棄を

許さない姿勢で対処していく必要があります。

○し尿処理の状況

下水道や浄化槽による水洗化の割合は約６割となっています。一方、下水道の整備や浄化槽の普及とともに、

し尿処理量は少しずつ減少してきています。

○廃棄物処理施設のコスト

ごみ処理やし尿処理は、能代山本圏域などで広域的に実施しています。施設そのものが大規模であり、建設費

用だけでなく維持費用も多くかかるほか、施設更新する場合は、既存施設の解体にも膨大な費用がかかるため、

ごみの減量を進めながら、今ある施設の長寿命化を図る必要があります。

○狂犬病予防の周知

狂犬病は、発症すると有効な治療法のない感染症で、近年国内での発生は確認されていませんが、海外からペ

ットとともに持ち込まれる可能性もあります。狂犬病の予防とまん延を防止するため、飼い犬の登録と予防注

射の徹底について、周知を図っていく必要があります。

○衛生施設の維持管理

市の斎場では、排煙などの環境保全対策を行いながら、設備機器などの適正な維持管理を行っていく必要があ

ります。

【めざす目標指標】

指 標 現 状 ５年後の目標

（平成２９年度）

備 考

１人１日あたりごみ排出量（リサイクルできる

ものを除く）

ｇ

（ 年度）

限りある資源を大切にするため、紙類などを資

源ごみに分別することを心がけている市民の

割合

（ 年度）

市民意識調査

基本構想でめざす

姿や状態 
○普段の生活からごみの減量化や資源化が進むこと。

○環境に対する意識が高まり、いつもまちがきれいであること。

○生活上の衛生が保たれること。

基本目標２ 元気とうるおいのまち

50 51


